青山荘　　フェイスシート

平成21年8月17日（月）　担当：須々田　珠実　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　　東海林　康之　　様　　　　　男・女　　　　昭和30年5月3日生（54歳）

	
	住　所　　　八戸市吹上三丁目10-14　　　　　　　　　電話　　　　

	
	病　　名
	躁うつ病
	合　併　症
	低血圧

	
	発症時期
	　昭和60年頃（30歳時）
	罹 患 期 間
	約21年

	
	入院回数
	　　　　9回
	延べ入院年数
	約12年7ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）



	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無


	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無

＊申請中
	    0   円
	　　有・無（1級）

	経済状況
	年金
	生活保護（月額　　万円）



	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘、デイケア

	住まいの場
	　青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ　21年　8月　1日
	身長
	168.4cm
	体重
	70㎏

	最終学歴
	東京写真工芸大学
	免許・資格
	なし

	職　歴
	
	

	保　護　者
	氏　名　東海林　信之　　様　　　　　　　　　続柄　兄　　（同居　・否）

	入所目的

生活リズムの確立と、単身生活に必要な生活技術の獲得を目指す。

	入院・治療歴　初診日

１.昭和61年　1月　～昭和62年　6月　　　　　　 入院　　　　　　　青南病院

２.昭和63年 12月　～平成  1年 11月　　　　　　入院　　　　　　　青南病院

３.平成 2年　5月　～平成　2年　8月　　　　　　 入院　　　　　　　青南病院

４.平成 2年 12月　～平成　4年　1月　　　　　　 入院　　　　　　　青南病院

５.平成 5年　4月　～平成  5年　9月　　　　　　 入院　　　　　　　青南病院

６.平成 7年　2月　～平成　7年　4月　　　　　　 入院　　　　　　　青南病院

７.平成10年  7月　～平成12年　9月　　　　　　 入院　　　　　　　青南病院

８.平成12年　9月　～平成12年12月　　　　　　　入院　　　　　　　青南病院

９.平成13年　1月　～平成21年7月

	生活歴　

同胞6名の5子として八戸市にて出生。八戸北高等学卒業後は、1浪しS49年東京写真工芸大学に入学。S51年に結婚し第1子（長男）出生するが、大学在学中とのことから、子どもの面倒は父・母が看ていた。その後、2年留年した後卒業。S55年に（株）カメラのせきの、S56年には富士火災海上保険会社に勤務するが両社とも1年で退職し、いずれも定着しなかった。富士火災海上保険会社を退職後は、家業の不動産業の手伝いをし、父から金銭援助（子どもの療育費含む）を受けて生活をしていた。

　S60年頃より、日課の乱れ・表情の変化等から友人との交流が全くなくなる。S61年1月には、支離滅裂・誇大的言動が顕著となり不眠・独語が出現した為、同年29日当院初回入院となる。

このことをきっかけに妻より離婚の申し出があり、また、離婚後は生活保護を受け子どもと暮らすことを告げられる。離婚や親権について話し合いでは解決せず、裁判を行い協議離婚となり、本人が親権を持つこととなる。

　H12年12月23日、当院退院後は、通院加療を行いながら自宅療養している。日中は、外泊することなく読書や簡単な家事を行っていた。家族関係は良好で落ち着いていたが、次第にストレスや自宅での環境が落ち着かないと感じるようになっていった。

　H13年になり、落ち着きのなさが目立ち始め、行動切迫・易怒的言動・物忘れ当が出現する。薬を飲み忘れ、自分で分からなくなると母親に対し「盗って隠しただろう」と責めることがあった。また、失禁も見られ母親の着替えの促しに対し、暴力を振るうこともあった。その為、H13年1月15日家族付き添いで当院受診し多弁・易怒的言動、衝動統制困難であることから入院加療の必要性を説明し、任意入院となっている。

病棟ではリハビリプログラムにも拒否なく参加し、他者交流も適度に行うことが出来ていた。服薬の必要性も理解している。不眠となると病状が悪化すると自覚あり自己コントロールしているが、急な予定変更等により気分の高揚さがみられることもあった。

現在は病状が安定し、落ち着いて生活している。発病時には、自宅生活をしており必ず母や三兄が関係していることから、今後は母や三兄と離れて暮らすことを他の兄弟から勧められている。長期入院により低下した日常生活能力の再獲得、生活リズムを身につけ地域で単身自立した生活を送るための訓練として青山荘入所を希望、受け入れ体制が整ったことから平成２１年８月１日入所となっている。

	家族構成


　　　 長兄（61）
Ｈ２０年他界
　　　　　　  八戸市諏訪在住


（33）名古屋市在住
（85）

八戸市吹上在住

(26)名古屋市在住

(24)　田面木在住


	【家族状況、交流及び協力の程度（経済面も含む）】

父　：不動産業を営み、息子達と一緒に働くが、次第に上手くいかず経済的に不安定となり、H20年（84歳）に他界する。

母　：最近、耳が遠くなってきている。自宅では、年金で生活しており息子（三男）と暮らしている。

長兄：年に1度連絡をとる程度。

次兄：上記理由から経済的に厳しい状況となるが、唯一独立していた次兄が経済的に安定していることから保護者となっている。また、連絡は、年に2～3回とっており、本人の生活保護費も管理している。

三兄：母と実家で生活し現在、無職。自宅で過ごすことが多く、本人とは相性が合わない。

四兄：殆ど連絡を取っていない。

五弟：次兄（保護者）の仕事が多忙であることから、主な連絡先となっており、面会も行っている。

娘　：月に何度か孫を連れ面会に訪れている。また、本人が娘様宅へ外出を行う等関係は良好。

＊入院期間中は、実家へ外泊を行っているが、三兄と相性が合わず自宅療養する度に再発していることから、他の兄弟からは退院後は自宅以外で生活することを勧められている。



	これまでの経過

	　平成21年8月１日（土）青山荘入所。保護者様（二兄、信之様）と来荘して、利用契約の手続きを行う。保護者様へは今後の支援に対しても協力していただけるよう説明を行い、同意を得ている。本人は落ち着いて説明を聞いているが、目標を高く持っている為、保護者様、青山荘職員からは焦らずにまずは青山荘での生活に慣れること、力が入りすぎないようにすることが大切であることを説明している。

　これまで本人の生活費は保護者様が管理しており、入所料・食費と小遣いは月末に保護者様に持って来ていただくこととしている。

【入所後の本人の様子】

　入所直後は決められた日課の時間で行動しようとする意識が強く、深夜に就床し早朝覚醒するなど睡眠時間が　

安定しないことが見られたが、現在は22時までには就床し朝も定時に起床しており、一定の睡眠時間は確保できている。環境の変化による気分の高揚や不安の訴えなどは特になく、落ち着いて日課に取り組んでいる。

　日課や新規プログラム以外の時間帯に創作活動としてパズルに取り組んでいるが、手持ちぶさたな面もあるとのことでデイケア利用に意欲的な様子見られていた。主治医からデイケア利用の許可があり、見学を行った上で8/17（月）より正式利用開始となっている。

<服薬>

・朝、昼、夕、就床前薬　1日４回

（炭酸リチウム、デパゲンＲ３Ｔ、ロドピン５Ｔ、メトドリン２Ｔ、コロヒポナリン４Ｔ）3×ｎｄｅ

（ロドピン１Ｔ、セロクエル３Ｔ、センナリド２Ｔ）1×就床前

・事務室管理

・服薬ボードは病棟で使用していたものを使用。外来受診後、職員とともに薬包セットを行っている。取り間違いや飲み忘れなく、定時に薬を取りに来ることが出来ている。８/１３のお盆外泊時、服薬ボードから外泊分の薬を取り出す際に、セッティングミスがあり職員が介入している。８/１６帰荘時には、外泊中に服用した薬包の殻をすべて持参してきており、職員が確認を行っている。「間違わないよう確認して飲むことができた」と話している。

<金銭管理>

・お小遣いは月1万円、買い物後は、小遣い帳の記入を行っている。

・入所料や食費以外で必要となる経費（自主会費や調理教室代等）も小遣いの中からやりくりしているため、小遣いとは別に必要経費の出費を分けることも検討していく。

<対人関係>

・職員との会話の途中で話がそれたり、別の話題を話し始めることがあるが、自分自身で気づきやめることが出来ている。他者との交流はスムーズでトラブルなども見られていない。

<健康管理>

・毎朝体重測定を行っており、現在70㎏を維持している。入院中は散歩と腹筋を日課として行っていたが、現在は朝の散歩（15分程度）のみとなっている。体重増加防止の為、散歩の継続と間食、水分摂取量について意識できるよう促しを行っていく。

	氏　名
	  東海林　康之　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　30年　5月　3日（　54歳）


平成21年8月17日（月）

	長期目標（中期・短期）

	長期目標：単身生活を目標に、日常生活技術・社会性の再獲得を図る。

短期目標： 生活リズムを整え、デイケア通所に慣れる。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①服薬について
	・服薬の事務室管理をする（約1ヶ月）

→必要に応じて、期間を延長することもある。

・疾病教室を行い、服薬継続の必要性について理解を促す。

・上記内容が行え、理解できたら服薬管理の次の段階（服薬チェックシート）へと進む。
	1ヶ月

	②日常生活支援・余暇活動について
	・デイケア利用により生活リズムの安定を図る。

・環境の変化に弱いことから、デイケアでの様子について本人から感想を尋ねるなど、密に関わりをもつことで状況を把握する。

・余暇活動として本人が興味を持って取り組める物を引き出し、余暇の充実を目指す。
	3ヶ月

	③金銭管理について
	・生活費全般を保護者様が管理している為、小遣いの使途、必要経費以外の生活費を明確にする。

・小遣い以外の生活費についても本人が現状を把握できるよう、本人、保護者と共に金銭管理の方法について具体的に話し合っていく。
	2ヶ月












































六弟（49）


八戸市柏崎在住





四兄（55）


八戸市在住











三兄（57）


八戸市吹上在住





次兄（59）


八戸市柏崎在住











